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（経済セミナー2013 年 8・9 月号 No.673）
である。近年のマクロ経済学の流れに沿っ
て、伝統的金融政策にも触れたうえでゼロ
金利制約下の金融政策を解説しており、幅
広い読者を想定した解説がなされている。
また、春井久志「中央銀行の政策手段とそ
の限界－ＥＣＢと『ユーロ危機』」（金融構
造研究 第 35号）は近年の中央銀行、特に
ユーロ危機に見舞われた欧州中央銀行に照
準を合わせて、その政策手段について詳細
に論じている。非伝統的な金融政策がもた
らし得る効果だけでなく、その限界や副作
用を整理し具体的に論じている。 
 バブルを予見することは容易ではなく、
それを事後的に指摘することは容易い。そ
れをバブルと呼ぶか、それとも効率的な市
場の調整と呼ぶか、見解は分かれるであろ
うが、実務家にとって重要なのは、その調
整に伴う経済攪乱の影響を最小限にとどめ
ることであろう。いずれにしても、金融政
策の荷は増すばかりである。 
 
